
本稿は Linux Japan誌 1999年 9月号に掲載された
記事に補筆修正したものです．

ユーザー同士おしゃべりしよう

Unix は寡黙なシステムと言われています．スタンド
アロンで黙々と仕事をしていると『ひとーりじょおー

ずと呼ばれたらー♪ 』なんてメロディーが（暗っらー）

頭の中に浮かぶので，ついメールを書いたり，他のホス

トにいるユーザーとおしゃべりしたりしたくなりませ

んか？ そこで，ユーザー同士のメッセージの交換ツー

ルをいじってみましょう．なお，今流行りの irc や icq
は不特定多数が相手となるのでカットします（古い男

とおっしゃいますが...）．

システムからのメッセージ

ユーザー同士の対話の前にシステムからのメッセー

ジについて少し整理しましょう．

issue

システムは login の前に /etc/issue ファイルを表示
します．slackware 系のブート手順では /etc/rc.d/rc.S
の中で，以下のように echo を用いて uname からの情

報を書き込んでいます．¨ ¥
echo > /etc/issue

echo Welcome to Linux

‘/bin/uname -a | /bin/cut -d\ -f3‘.

>> /etc/issue

echo >> /etc/issue

echo "‘/bin/uname -a | /bin/cut -d\ -f1,3‘."

> /etc/motd§ ¦

motd

login直後には /etc/motd（message of the day）ファ
イルの内容と，前回の loginの記録，メールの有無が表示
されます．motdの内容は issueと同様に/etc/rc.d/rc.S
作成されています．このファイルは管理者が，今日の

ニュースをユーザーに知らせるために存在しているら

しいのですが，筆者は管理者の立場で使ったことがあり

ません．この表示を抑止するにはホームに.hushlogin

という名前のファイルを作成します．

banner で遊ぶ

このようにシステムからのメッセージを楽しむのも

一興です．といっても，グラフィックを利用できる環境

ではないので，コンソール端末にアスキー文字を使っ

て図や文字を描きます．そこで banner というプリン

タ出力の表紙用の大きな文字を生成するツールを使っ

てみましょう．試しに¨ ¥
banner Linux
banner -w80 Linux§ ¦
としてみてください．派手ですが，大きすぎますね．

第一文字が横向きでは読みにくいです．それに比して

sysvbanner は文字が立っていますし一行におさまる

ので遊べそうです．以下のように試してください．¨ ¥
aya:~$ sysvbanner ’Linux’
#
# # # # # # # #
# # ## # # # # #
# # # # # # # ##
# # # # # # # ##
# # # ## # # # #
####### # # # #### # #§ ¦
せっかくだから漢字を表示したいというなら，安岡さ

んの kbanner[1]W3 を使ってみましょう．kbanner は
（漢字）ファイルを読み込みますので，次のように使い

ます．¨ ¥
aya:~kbanner -80 -s kb.txt

; ; ,, ,;
,;’;’’’’ ;,,,,, ’; ;’’ ;’’’;
,,,;,,,, ;’, ,; ; ; ;

; ,’ ’’ ; ’ ,,,, ; ; ;
,;’’;’’’ ,;, ; ; ; ;
;’’;’’ ; ; ; ,;’’ ; ,;
;’’;’’ ;’ ’; ,; ;
’’’’’’’;’ ’;,,;’ ’,,,,,,,,,,,§ ¦
実際に運用する場合，ブート時に /etc/rc.d/rc.local な
どで /etc/motd に書き込むように設定するのが恐いな
らば，/etc/profile などに書いて，login 直後に実行す
るようにするとよいでしょう．なお，普通にインストー

ルすると，おもしろくてためになる？格言を言ってよ

こす fortune が実行されるように設定されている場合

もあります（Slackware系）．banner と fortune を両
方表示させるのは，さすがにうるさいかもしれません．

端末上で文字を介して

ネットワークを介して知合いとおしゃべりといって

も，ちょっと前までは，文字で会話することしかでき

ませんでした．すなわち，相手の端末にお誘いのメッ

セージを投げて，両者が合意してから互い入力する文

1

http://www.linuxjapan.com/�
http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~yasuoka/program.html�


章を端末に表示して読み合うというものです．

/dev/tty* への書き込み

kterm などの端末エミュレータは文字の読み書きを
/dev/ttyp0 などの端末デバイスファイルを通じて行い
ます．また，現在使用している端末デバイスファイル名

は，tty コマンドを引数なしで入力して得ることがで

きます．X で kterm などを二つ開くと最初起動された
方に /dev/ttyp0，次に起動された方に/dev/ttyp1 が
割当られるでしょう．そこで実験です．一方の端末上

で他方の端末が使っているデバイスファイルに直接文

字列を書き込んでみます．¨ ¥
echo Are you ttyp1? > /dev/ttyp1
echo 日本語もＯＫ？ > /dev/ttyp1§ ¦
どうですか，ttyp1 を使っている kterm 上に文字列が
表示されましたね．まあこんな調子で，他のユーザーの

使用している端末に文字列を表示させることが原理的

に可能なことは理解できました．しかし，デバイスファ

イル /dev/ttyp0 のパーミッションを調べると mesg n
の状態では¨ ¥
aya:~$ ls -l /dev/ttyp0
crwx------ 1 matuda users ...§ ¦
となっていて，もちろん使用しているユーザー以外の

読み書きはできないことになっています（できたら恐

ろしい）． mesg y の状態では group の書き込みパー
ミッションが立って crwx-w---- となり，（通常）user
グループメンバーからの書き込みのみ可能となります．

write

そうゆうわけで，相手方が mesg y の状態ならば，¨ ¥
write user@host ttyname§ ¦
と，名前（ホストが別ならホスト名を@に続けて示し
ます），端末名（限定したいなら）を引数にして write
を使うと，相手の端末に突然¨ ¥
Message from matu@aya.com on ttyp2 at 23:01 ...§ ¦
などと割り込んで，一方的にメッセージを表示するこ

とができるのです．Ctrl-d や Ctrl-c を入力すると，

相手方にも EOF が表示されて write は終了します．

talk

writeは一方的な書き込みでメッセージの交換とは言
いがたいコマンドでした．それに比べて，talk はお誘
いをかけてお互いの端末を上下に分割してそれぞれに

メッセージを表示してくれるツールです．誘いをかけ

る方のコマンドの引数は write と同じですが，誘いを
受けた側にも選択の余地があるところが違います．talk
と答えなければ会話が始まりません．誘った方は，相手

が talk とコマンドを入力するまで待ち続けることにな
ります．図には，ktermと rxvtでの talkの様子を示し
ます．kterm はその場で日本語変換できますからいい
ですが，rxvt では別の漢字変換窓が現れるのでちょっ
と使いづらいですね．talk を終了するには，終りの意
志表示を伝えてから Ctrl-c します．

図 1 talkによる端末上の会話

okphone[2]W3

rxvt で talk すると漢字入力が大変なだけでなく，入
力もおかしくなることがありました（筆者の設定が悪い

のが原因かもしれませんが）．ところで，会話では必ず

しも漢字変換は必要ではなく，平仮名でも十分です（頭

の中で漢字に置き換えることになりますね）．okphone

は平仮名変換内蔵の phone です．最初からローマ仮名
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変換されるので，Ctrl-SPC などで漢字変換を起動し

てはいけません．また，マニュアルでは，読みやすく

するために『わかち書き』をするよう推奨しています．

表示に用いる漢字コードは起動時にも -c[aejs]と指

定できますが，設定ファイル ~/.phonerc に¨ ¥
set code euc§ ¦
と記述して，デフォルトを EUCJ にしておきま

しょう．英語版の作者は，Jonathan C. Broome
（broome@ucb-vax.berkeley.edu）氏で，かなパッチは，
橘（tachi@kaba.or.jp）氏となっています．他にバグ取
りで大きな貢献をした David J. Aladin 氏，Katsuya
Odajima氏の名前もマニュアルに挙がっています．

図 2 okphone：かな変換内蔵 phone

xitalk[3]W3

仕事をしている時に，メッセージが端末画面に突然

現れるのは嫌なものです．xitalk は，誘いがあった時

に，別の端末画面を立ち上げる機構を提供してくれる

ツールです．仕組みは簡単に言うと，他の端末の mesg
を禁止しておき，xitalkの所有する端末のみ mesg yと
して，外部からの要求を一手に引き受けるというもの

です．普段は待機のアイコン（図上左）が表示されて

おり，talk や write や phone からの接続要求がある
と，アイコンを変化させます（図上右）．左ボタンで

クリックすると，細々としたダイアログが現れますが

（図下），あまり使うことはないでしょう．誰からの誘

いかいちいち確認せずに，右ボタンでクリックして予

め定めておいたアクション（kterm を起動して talk コ
マンドを発行するなど）を起す方が手短かだからです．

さらに，設定ファイル ~/.xitalkrc内で AUTOAN-
SWER を YES にしておくと，自動的にアクションが
起動します．音声通知機能もありますし，これで talk
や okphone を自由に楽しむことができるようになりま

図 3 xitalk：talk や phone の中継ツール

すね．

居場所が判る xipmsg

ここまで紹介したツールは，予め相手がどのホスト

にいるか判っている場合に使うことができるものでし

た．相手がどのホストにいるか判らない場合には，who
や rwho で所在を探さなければいけません．xipmsg は
その手間を開放してくれます．xipmsg では，立ち上げ
時に（あるいは更新コマンドで）ブロードキャストを

使ってネットワーク内の全ての xipmsgユーザーを検索
します．そうして，得られた参加者一覧から相手を選

んでメッセージを 1 つずつ送るツールです．メッセー
ジを受けられるように，予め xipmsg を次のように起
動しておきます．¨ ¥
xipmsg -name <name> -broadcast <bcast-address>§ ¦
-name を省略すると現在のユーザー名がそのまま使

われます．-broadcast を省略するとデフォルトの

255.255.255.255 が使われてしまいますから，相手が
いると思われるサブネットワークのブロードキャスト

アドレスを指定して非難を受けないようにしましょう

（もっとも 1 回だけなのであまり問題視されることは
ないとは思います）．

xipmsg[4] W3

使い方は簡単で，画面を見れば想像がつきます．ま

ずメインウィンドウで名前リストから相手を選び送信

ボタンを押します（左上図）．現れた送信ウィンドウ上

でメッセージを入力し，必要ならばアイコンも（ボタ
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図 4 xipmsg

ンを押すと候補が現れます）変更して，送信ボタンを

押しますと（右上図）相手側にメッセージが表示され

る（左下図）というものです．返事を書くならば，返

信ボタンを押して送信ウィンドウをポップアップさせ，

以下繰り返しです．

なお，Xipmsg は IP Messenger [5] W3 の X11 へ
の移植版です．元々 MS-Win で開発され Mac にも移
植されていますので，これらのユーザーとも通信でき

ます．

音声で

さてマルチメディア化が進んだ現在では，ネットワー

ク越しに音声で会話するためのツールがあってしかるべ

きですし，商品化されたものはあります．しかし Linux
ではフリーなものは意外と少ないようです．

mtalkf [6]W3

音声を伝達するには，ネットワークが高速でなけれ

ばいけません（画像はもっと深刻ですが）．もちろん，

途切れないように，逐次圧縮して送り出す工夫も必要

です．ところで，一端録音した音声データ全体を圧縮

して送り出す仕様にすると随分プログラムが簡単にな

ります．mtalkf はそのようなシンプルな設計となって
いて，talkというよりは一方通行の音声版 writeです．
mtalkf ではデーモン mtalkfd が inetd から呼び出され
ます．したがってあるホストで matlkf からの接続を受
けられるようにするには /etc/inetd.conf に次のように
登録し，¨ ¥
mtalkfd stream tcp nowait root

/usr/sbin/mtalkfd mtalkfd§ ¦
さらに /etc/services にポート番号 5105 を

¨ ¥
mtalkfd 5105/tcp # full-rate mtalk§ ¦
と登録して，inetd を¨ ¥
kill -HUP <inetd の pid>§ ¦
して，初期化しなければなりません．

これで相手が mtalkfの要求を受けられる状態になり
ましたから，こちらからmtalkf を¨ ¥
mtalkf 相手の hostname§ ¦
と起動し，一方的に音声を流します．録音と送信の切

替は Return キーを使います．以下に，実行例を示し

ます．¨ ¥
aya:~$ mtalkf aya
Listening: Hit [RETURN] to start your message

for aya
（RETURN キーを押して録音開始）
mtalk: starting record
Recording: Hit [RETURN] to stop
（最後まで録音したら RETUN キーを押す）
mtalk: ending record
mtalk: connecting to aya
mtalk: sending data
>001 cb server ready
>003 Reading 10240 bytes
Listening: Hit [RETURN] to start your ...§ ¦
会話をしたいなら，受信側も mtalkf を起動して音声を
送り付けます．普通のサウンドカードでは録音と再生

が同時にはできないので，トランシーバで交信する時

のように『...マシタッ．ドゥゾッ』と合図を送って，喋
るタイミングを計る必要があります．

vat [7]W3

図 5 vat：音声会議ツール

vat はネットワーク接続したホストで会議を

行うためのツールです．ローレンスバークレー
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国立研究所ネットワーク開発部のプロジェクト成

果（http://www-nrg.ee.lbl.gov/vat/）で，Tcl/Tk
ベースの使い易い GUI を持っています．元来，会議用
なので非常に多くに機能が備わっていますが，ここで

は二人でおしゃべりするための使い方のみ説明します．

まず，接続先とポート番号（5000番以降がよいでしょ
う）を引数にして¨ ¥
vat hostname/5467§ ¦
のように起動します．すると，左側には会議参加者の

一覧が，右側にスピーカ（listen）とマイク（talk）の
トグルスイッチやスライドボリュームが表示されます．

しかし全二重でない普通のサウンドカードでは，一般

に listen（再生）と talk（録音）を同時には使えませ
ん．どちらか一方の機能に切替えて使わなくてはなら

ないのです．ところが vat ではトグルスイッチで一々
切り替えなくても良い方法があります．トグルスイッ

チを図のように，listen を ON とし talk を OFF とし
ます（デフォルト状態）．これは再生のみ可能な状態で

すが，右マウスを押している間は talk が ON となり
話すことができます．この時 listen のスイッチは ON
のままですが実際には切り離されます．

コンパイルはちょっとだけ工夫が要りました．日本語

化 Tcl/Tk のライブラリ名*jp.so では configure でき
ないのです．次のように，英語版へのリンクを作成し

て回避しなければなりませんでした．¨ ¥
ln -fs libtcl8.0jp.so libtcl8.0.so
ln -fs libtk8.0jp.so libtk8.0.so§ ¦
なお，Tcl/Tk のバージョンに関しては，筆者の環境で
はたまたま 8.0 が導入されていましたが，tcl7.6/tk4.2
以上で使用可です．

次回は

文字，音声ときたらつぎは映像を期待してらっしゃる

方もおられるでしょうが，Linux では使用可能な映像
の入力デバイスの種類が少なく，筆者も qcam くらい
しか経験がないのでどうにもお話しになりません．い

ずれまたの機会にということでひとつ宜しく...．
さて次回ですが，デスクトップ小物ネタもそろそろ

底を尽いてきました．小物とは違うのですが，あまり

に自然で，しかしながらそれ無しには仕事ができない

空気みたいな存在，文字端末エミュレータについて，話

しを盛り上げてみようと思います（盛り上がるでしょ

うか，ちょっと心配 (^^;）．
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